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地域の大きな力に感謝！      ～地域と共に子どもを育てる学校を目指して～ 

 

 桃の花のつぼみも膨らみ、いよいよ本格的な春の訪れを感じます。 

広田小では、先月、鼓笛の引き継ぎ式を終え、６年生から５年生へとバトンが手渡されました。５年

生を筆頭に全校の気持ちが引き締まり、これからは自分たちが背負っていくのだという思いを強くした

ことでしょう。昨日行われた６年生を送る会では、全校が６年生に感謝の気持ちを伝えました。６年生

は卒業まであと１４日。これまでお世話になった多くの方々や共に学んだ仲間、校舎などたくさんの思

い出と共に感謝の気持ちをもって残りの日々を過ごしてほしいと思います。 

 さて、本校ではこれまでに本当に多くの方々の御支援をいただきながらさまざまな教育活動に取り組

んでまいりました。これらの支援は学校にとって大きな力であり、今や教育活動を行うにあたり欠かせ

ないものとなっています。この一年を振り返ってみたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

この他にも、150周年記念実行委員会もボランティアでやっていただきました。教育活動に支障の無い

よう配慮しながらも様々な企画、運営をしていただき、とても思い出の残る記念行事となりました。ま

た、近隣の皆様には日頃から学校周辺の清掃でお世話になっています。特に落ち葉の季節には、学校か

ら校外へ枯れ葉や木の切れ端などが飛んでしまうことがありますので、そんな時にそっと片付けてくだ

さる地域の方には感謝の気持ちでいっぱいです。 

 これからの未来を担う子ども達のために少しでも手助けをしたい、広田の子ども達を大切にしたいと

いう熱い思いを強く感じます。私たち職員も同じ気持ちです。地域の信託を受け、この広田小で教育に

携わる一員として少しでもよりよい学校にしたい、よりよく児童を育てたいという思いで取り組んでい

ます。そんな思いが一つになり、学校と保護者、地域の力で学校の教育力を高めていけることは大変素

晴らしいことだと思います。今後も地域と共に手を携え、よりよい学校となるよう、職員一同力一杯取

り組んでまいりますので、変わらぬ御支援をくださいますようお願い申し上げます。（文責：清水 良江） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あかまつ
 

・交通当番…保護者が輪番でやってくださっています。朝の忙しい中にもかかわらず、各御家庭で何とか工面を

していただきながら、子ども達の安全のために道路で立ってくださっています。とても助かっています。 

・安全指導…交通指導員、スクールガードリーダー、安全ボランティアの方々に毎朝、登校時の安全を見てもら

っています。交通量の多い道路や交差点がある広田の学区ではどうしても多くの目が必要です。制服や緑色ベス

トを着用している方の存在は大きいです。車も注意して通っているのを感じます。 

・あいさつ安全ボランティア…民生・児童委員の皆さんにはオレンジ色ベストを着用してもらい、できる範囲で

子ども達の登校時を見守ってもらっています。あいさつができる児童をめざし、正門でも声掛けをしています。 

・環境ボランティア…毎月 1回、木の伐採や草取りなどをやってもらっています。特に樹木は、剪定をしないと

ハチや鳥の巣ができてしまいトラブルのもとになります。学校の予算では賄えないため、大変助かっています。 

・ささら伝承…ささら保存会の皆さんには、４年総合で取り組んでいる「ささら」の指導をお願いしています。

伝統行事を教えてもらい、自分たちでやれるようになることで大きな自信につながっています。 

・読み聞かせボランティア…川里おはなしボランティアさんには年６回読み聞かせをしてもらっています。それ

ぞれの学年に合った興味のある本を選定し、紙芝居や語りなど工夫して読み聞かせをしていただいています。 

・図書ボランティア…保護者の方が集まり、図書室内の飾りを作成したり展示したりしてもらっています。図書

室も明るくなり、子ども達が来室したくなる環境になっています。 

・学習ボランティア…家庭科での調理実習や裁縫学習・ミシン学習などの際に安全面を見ながら、サポートして

くれています。教師だけでは指導しきれない個別の部分をサポートしてもらえるのは大変助かります。 

・安全サポーター…主に下学年が学校周辺に学習で出かける際に、安全面をサポートしてもらっています。教師

が児童を引率しますので、一緒に付き添い、安全を見守ってくれる保護者の力は大きいです。 

 



 

 

  


